
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 職制のない会社の使用人兼務役員 

Ｑ：使用人兼務役員は使用人としての職制

上の地位を有していなければならないそうで

すが、当社は規模が小さいため、部・課など

の職制は設けていません。 

 この場合、使用人としての職務に従事して

いても、使用人兼務役員とは認められないの

でしょうか。 

 

Ａ：貴社のような場合、他の使用人と同質

の職務に常時従事している役員については、

｢使用人としての職制上の地位｣以外の要件を

満たせば、使用人兼務役員と認められます。 

【解説】 

 使用人兼務役員とは、次の３つの要件を満

たす役員をいいます。 

① 部長・課長・支店長など、法人の使用人と

しての職制上の地位を有し、かつ、常時使

用人としての職務に従事していること。 

② 代表取締役・監査役・社長・副社長・専務・

常務など一定の肩書きを有しないこと。 

③ 一定の株主グループに属さないこと等の

持株要件をクリアしていること。 

 なお、事業内容が単純で使用人が少数であ

る等の事情により、法人がその使用人につい

て特に機構として職務上の地位を定めていな

い場合でも、その役員の常時従事している職

務が他の使用人の職務の内容と同質であると

認められ、かつ、上記②③の要件を満たして

いるときは、使用人兼務役員として取り扱う

ことができます。 
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